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1 書簡の部

1-1 本多熊太郎宛
書簡［資料番号1
～53］

1 青木一男書簡 本
多熊太郎宛

青木一男 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕7
月17日

1通
封筒、1枚

ペン

2 県忍電報 本多熊
太郎宛

県忍 本多熊太郎 昭和16年6月2
日

1通
ペン

3 天羽英二書簡 本
多熊太郎宛

3-1 天羽英二書簡 本
多熊太郎宛

天羽英二 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕1
0月18日

1通
封筒、1枚

墨書
外務省罫紙

3-2 天羽英二書簡 本
多熊太郎宛

天羽英二 本多熊太郎 〔昭和16年〕1
0月21日

1通
封筒、1枚

墨書
外務省用箋

4 荒田泰次書簡 本
多熊太郎宛

荒田泰次 本多熊太郎 〔昭和20年〕1
0月9日

1通
封筒、1枚

ペン

5 石井菊次郎書簡
本多熊太郎宛〔空
封筒〕

石井菊次郎 本多熊太郎 1枚
墨書

封筒のみ

6 板垣征四郎書簡
本多熊太郎宛

板垣征四郎 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕8
月8日

1通
封筒、1枚

墨書・鉛筆

7 一木喜徳郎書簡　
本多熊太郎宛

一木喜徳郎
（宮内大臣）

本多熊太郎
（特命全権大
使）

大正15年2月2
日

1通
封筒、1枚

印刷［活版］

8 宇治田直義書簡　
本多熊太郎宛〔空
封筒〕

宇治田直義
（日本外交協
会）

本多熊太郎 〔9月3日〕 1枚
ペン・墨書

封筒のみ

9 汪兆銘書簡 本多
熊太郎宛

汪兆銘 本多熊太郎 〔昭和17年〕5
月25日

1通
（1）封筒、1枚／（2）名刺（文

亮）、1枚
墨書・印刷［活版］
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10 大石正三書簡　本
多熊太郎宛

10-1 大石正三書簡　本
多熊太郎宛

大石正三 本多熊太郎 〔昭和20年〕6
月24日

1通
封筒、1枚

ペン

10-2 大石正三書簡　本
多熊太郎宛

大石正三 本多熊太郎 〔昭和20年〕8
月10日

1通
封筒、1枚

ペン

11 大竹貫一書簡　本
多熊太郎宛〔空封
筒〕

大竹寛一 本多熊太郎 〔12月4日〕 1枚
墨書

封筒のみ

12 加藤順次郎書簡
本多熊太郎宛

加藤順次郎 本多熊太郎 〔昭和20年〕7
月7日

1通
封筒、1枚

ペン・墨書

13 金沢正夫書簡 本
多熊太郎宛

13-1 金沢正夫書簡 本
多熊太郎宛

金沢正夫（南
京海軍公使）

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

昭和16年6月2
4日

1通
封筒、1枚

ペン・墨書
在中華民国日本大使館用箋

13-2 金沢正夫書簡 本
多熊太郎宛

金沢正夫 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

昭和16年7月5
日

1通
封筒、1枚

ペン・墨書
在中華民国日本大使館用箋

14 川島浪速書簡 本
多熊太郎宛

14-1 川島浪速書簡 本
多熊太郎宛〔空封
筒〕

川島浪速 本多熊太郎 〔昭和18年8月
24日〕

1枚
墨書

封筒のみ

14-2 川島浪速書簡 本
多熊太郎宛〔空封
筒〕

川島浪速 本多熊太郎 〔昭和18年10
月1日〕

1枚
墨書

封筒のみ

14-3 川島浪速書簡 本
多熊太郎宛〔空封
筒〕

川島浪速 本多熊太郎 〔昭和 11日〕 1枚
墨書

封筒のみ

15 菊池数馬書簡 本
多熊太郎宛

菊池数馬 本多熊太郎 〔昭和20年〕6
月27日

1通
封筒、1枚

ペン

16 楠山又助書簡 本
多熊太郎宛〔空封
筒〕

楠山又助 本多熊太郎 〔昭和19年3月
16日〕

1枚
墨書

封筒のみ
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17 小村捷治書簡 本
多熊太郎宛

17-1 小村捷治書簡 本
多熊太郎宛

小村捷治 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕1
1月15日

1通
封筒、1枚

ペン・墨書
書簡と封筒を電子式で複写したもの

17-2 小村捷治書簡 本
多熊太郎宛

小村捷治 本多熊太郎 昭和20年6月2
0日

1通
ペン

書簡と封筒を電子式で複写したもの

18 沢田廉三書簡 本
多熊太郎宛〔空封
筒〕

沢田廉三 本多熊太郎 〔昭和20年11
月11日〕

1枚
墨書

封筒のみ

19 重光葵書簡 本多
熊太郎宛〔空封
筒〕

重光葵 本多熊太郎 〔昭和〕 1枚
墨書

封筒のみ

20 嶋田繁太郎書簡
本多熊太郎宛

20-1 嶋田繁太郎書簡
本多熊太郎宛

嶋田繁太郎 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕6
月7日

1通
封筒、1枚

墨書

20-2 嶋田繁太郎書簡
本多熊太郎宛

嶋田繁太郎 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕9
月12日

1通
封筒、1枚

墨書

21 周仏海書簡 本多
熊太郎宛

21-1 周仏海書簡 本多
熊太郎宛

周仏海 本多熊太郎 〔昭和16年〕7
月6日

1通
（1）封筒、1枚／（2）電報、1

枚
ペン

21-2 周仏海書簡 本多
熊太郎宛

周仏海 本多熊太郎 〔昭和17年〕5
月6日

1通
封筒、1枚

墨書
中央儲備銀行用箋

21-3 周仏海電報 本多
熊太郎宛

周仏海 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年6月
6日〕

1通
ペン

22 徐良書簡 本多熊
太郎宛
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22-1 徐良書簡 本多熊
太郎宛

徐良（中華民
国特命全権大
使）

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

中華民国30年1
2月1日

1通
封筒、1枚

墨書
中華民国駐日本大使館用箋

22-2 徐良書簡 本多熊
太郎宛

徐良 本多熊太郎 〔昭和17年〕1
月10日

1通
封筒、1枚

墨書
中華民国駐日日本大使館用箋

23 須賀伝次郎書簡
本多熊太郎宛〔空
封筒〕

須賀伝次郎 本多熊太郎 〔昭和19年2月
2日〕

1枚
墨書

封筒のみ

24 杉原荒太書簡 本
多熊太郎宛

24-1 杉原荒太書簡 本
多熊太郎宛

杉原荒太 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕4
月14日

1通
封筒、1枚

墨書・ペン

24-2 杉原荒太書簡 本
多熊太郎宛

杉原荒太 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕4
月20日

1通
封筒、1枚

墨書

24-3 杉原荒太書簡 本
多熊太郎宛

杉原荒太 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

昭和16年4月2
3日

1通
(1)「対支緊急施策要綱

（案）」、4枚／(2)「外政機構統合問題ニ
関スル省議決定ノ件（案）」、5枚／（3）
封筒、1枚

墨書・印刷［謄写（タイプ）］

24-4 杉原荒太書簡 本
多熊太郎宛

杉原荒太 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕4
月25日

1通
封筒、1枚

墨書

24-5 杉原荒太書簡 本
多熊太郎宛

杉原荒太 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕4
月28日

1通
封筒、1枚

墨書

24-6 杉原荒太書簡 本
多熊太郎宛

杉原荒太 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕6
月26日

1通
封筒、1枚

墨書

25 鈴木達治書簡 本
多熊太郎宛

鈴木達治 本多熊太郎 〔昭和〕5月16
日

1通
封筒、1枚

ペン・墨書
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26 高畑正書簡 本多
熊太郎宛

高畑正 本多熊太郎 〔昭和〕11月1
2日

1通
ペン

政教社用箋

27 高部義信書簡 本
多熊太郎宛

高部義信 本多熊太郎 昭和20年9月1
5日

1通
ペン

28 宅野田夫書簡 本
多熊太郎宛

宅野田夫 本多熊太郎 〔昭和17年12
月18日〕

1通
宅野の名刺のみ

封筒、1枚
ペン・印刷［活版］

29 田尻愛義書簡 本
多熊太郎宛

田尻愛義 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年4
月〕28日

1通
封筒、1枚

ペン・墨書

30 辰見富美子書簡
本多熊太郎宛

辰見富美子 本多熊太郎 〔昭和〕 1通
封筒、1枚

ペン

31 谷橋貞男ヵ書簡
本多熊太郎宛

谷橋貞男ヵ 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕7
月29日

1通
封筒、1枚

墨書

32 中華民国駐日日本
大使館書簡 本多
熊太郎宛〔空封
筒〕

中華民国駐日
日本大使館

本多熊太郎 〔昭和16年12
月6日〕

1枚
墨書

封筒のみ

33 褚民誼書簡 本多
熊太郎宛

33-1 褚民誼書簡 本多
熊太郎宛

褚民誼（中華
民国駐日本国
特命全権大
使）

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

中華民国30年7
月23日

1通
封筒、1枚

墨書

33-2 褚民誼書簡 本多
熊太郎宛

褚民誼 本多熊太郎 〔昭和16年11
月〕

1通
封筒、1枚

印刷［謄写（タイプ）］・墨書
外交部用箋

34 堤章書簡 本多熊
太郎宛

34-1 堤章書簡 本多熊
太郎宛

堤章 本多熊太郎 〔昭和20年10
月30日〕

1通
（1）封筒、1枚／（2）電車の運

航時刻に関するメモ、1枚
ペン・鉛筆

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

本多熊太郎関係文書目録

5



数量
記述法
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記述法
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34-2 堤章書簡 本多熊
太郎宛〔空封筒〕

堤章（正剣
社）

本多熊太郎 〔昭和20年7月
3日〕

1枚
ペン

封筒のみ

35 富井政章書簡 本
多熊太郎宛

富井政章 本多熊太郎 〔昭和6年9月1
4日〕

1通
富井の礼状のみ

封筒、1枚
印刷［活版］・墨書

36 中村建城書簡 本
多熊太郎宛

中村建城 本多熊太郎 〔昭和20年〕7
月5日

1通
封筒、1枚

ペン・鉛筆

37 中村豊一書簡 本
多熊太郎宛

37-1 中村豊一書簡 本
多熊太郎宛

中村豊一 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕5
月14日

1通
（1）新聞の切抜5枚／（2）封

筒、1枚
ペン

37-2 中村豊一書簡 本
多熊太郎宛

中村豊一 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕5
月20日

1通
封筒、1枚

ペン

37-3 中村豊一書簡 本
多熊太郎宛

中村豊一 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕6
月29日

1通
封筒、1枚

ペン

37-4 中村豊一書簡 本
多熊太郎宛

中村豊一（中
華民国南京大
日本帝国大使
館二等参事
官）

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

昭和16年12月
19日

1通
封筒、1枚

印刷［活版］・墨書
在中華民国日本大使館用箋

38 日東化学工業株式
会社書簡 本多熊
太郎宛

日東化学工業
株式会社

本多熊太郎 昭和23年8月1
9日

1通
日東化学工業株式会社の株券引換通知

印刷［活版］・ペン

39 原勝書簡 本多熊
太郎宛

39-1 原勝書簡 本多熊
太郎宛

原勝 本多熊太郎 〔昭和20年〕8
月30日

1通
封筒、1枚

墨書

39-2 原勝書簡 本多熊
太郎宛〔空封筒〕

原勝 本多熊太郎 〔昭和20年10
月20日〕

1枚
墨書

封筒のみ

40 原田久男書簡 本
多熊太郎宛

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

本多熊太郎関係文書目録
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数量
付属資料
記述法

数量
記述法
備考

数量
付属資料
記述法

数量
付属資料
記述法

数量
記述法
備考

数量
付属資料

記述法

数量
付属資料
記述法
備考

数量
付属資料
記述法

数量
記述法

数量
付属資料
記述法

40-1 原田久男書簡 本
多熊太郎宛

原田久男 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕6
月23日

1通
封筒、1枚

墨書

40-2 原田久男書簡 本
多熊太郎宛

原田久男（中
支南京特務機
関）

本多熊太郎 〔昭和15年〕1
2月26日

1通
墨書

絵葉書。原田は特務機関長。

41 本多熊之助書簡
本多熊太郎宛

41-1 本多熊之助書簡
本多熊太郎宛

本多熊之助 本多熊太郎 〔昭和20年7月
2日〕

1通
封筒、1枚

ペン

41-2 本多熊之助書簡
本多熊太郎宛

本多熊之助 本多熊太郎 〔昭和20年〕9
月6日

1通
封筒、1枚

ペン

42 本多辰之進書簡
本多熊太郎宛

本多辰之進 本多熊太郎 〔昭和20年8月
14日〕

1通
ペン

葉書

43 松平恒雄書簡 本
多熊太郎宛

松平恒雄（宮
内大臣）

本多熊太郎 昭和11年10月
30日

1通
（1）封筒、1枚／（2）通行証、

1枚／（3）観菊会に関する注意書き、1枚
印刷［活版］・墨書

44 松永直吉書簡 本
多熊太郎宛

松永直吉 本多熊太郎 〔昭和16年〕1
1月18日

1通
封筒、1枚

墨書
封筒に住所に関する貼紙あり。

45 矢野真書簡 本多
熊太郎宛

矢野真 本多熊太郎 〔昭和20年〕9
月15日

1通
封筒、1枚

ペン

46 山崎靖純書簡 本
多熊太郎宛

山崎靖純 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

昭和16年5月7
日

1通
印刷［青焼］・ペン

47 山下亀三郎書簡
本多熊太郎宛

47-1 山下亀三郎書簡
本多熊太郎宛

山下亀三郎 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕4
月20日

1通
封筒、1枚

墨書

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

本多熊太郎関係文書目録

7



数量
付属資料
記述法

数量
付属資料
記述法

数量
付属資料
記述法

数量
付属資料

記述法

数量
付属資料
記述法

数量
付属資料
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
備考

数量
付属資料
記述法

47-2 山下亀三郎書簡
本多熊太郎宛

山下亀三郎 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕4
月28日

1通
封筒、1枚

墨書

47-3 山下亀三郎書簡
本多熊太郎宛

山下亀三郎 本多熊太郎 〔昭和16年〕4
月28日

1通
封筒、1枚

墨書

47-4 山下亀三郎書簡
本多熊太郎宛

山下亀三郎 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕5
月1日

1通
封筒、1枚

墨書

47-5 山下亀三郎書簡
本多熊太郎宛

山下亀三郎 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕5
月18日

1通
（1）封筒、1枚／（2）「天下ノ

白鹿　山下亀三郎」と記された紙、1枚
墨書

47-6 山下亀三郎書簡
本多熊太郎宛

山下亀三郎 本多熊太郎 〔昭和16年〕7
月10日

1通
封筒、1枚

墨書

47-7 山下亀三郎電報
本多熊太郎宛

山下亀三郎 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

昭和16年4月2
6日

7通
封筒、1枚

ペン・墨書
内訳は、4月26日付が1通、同月27日

付が2通、同月28日付が1通、同月29日付が
1通、同月30日付が1通、同年5月1日付が1
通。

47-8 山下亀三郎電報
本多熊太郎宛

山下亀三郎 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕4
月27日

1通
ペン

47-9 山下亀三郎電報
本多熊太郎宛

山下亀三郎 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年4月
27日〕

1通
ペン

47-10 山下亀三郎電報
本多熊太郎宛

山下亀三郎 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年4月
28日〕

1通
ペン

47-11 山下亀三郎電報
本多熊太郎宛

山下亀三郎 本多熊太郎 昭和16年4月2
8日

1枚
封筒なし

47-12 山下亀三郎電報
本多熊太郎宛

山下亀三郎 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年4月
30日〕

1通
封筒、1枚

ペン

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

本多熊太郎関係文書目録
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数量
付属資料
記述法

数量
記述法

数量
付属資料
記述法

数量
付属資料

記述法
用紙

数量
付属資料

記述法

数量
付属資料

記述法

数量
付属資料

記述法

数量
付属資料

記述法

数量
付属資料

記述法

47-13 山下亀三郎電報
本多熊太郎宛

〔山下亀三
郎〕

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年5月
1日〕

1通
封筒、1枚

ペン

47-14 山下亀三郎電報
本多熊太郎宛

〔山下亀三
郎〕

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年5月
2日〕

1通
ペン

47-15 山下亀三郎電報
本多熊太郎宛

山下亀三郎 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年5月
3日〕

1通
封筒、1枚

ペン

48 山田正一書簡 本
多熊太郎宛

山田正一（和
歌山県那賀郡
池田村長）

本多熊太郎 〔昭和17年〕4
月10日

1通
（1）封筒、1枚／（2）「受領

證」（寄付金）、1枚
ペン・墨書

和歌山県那賀郡池田村役場罫紙

49 湯浅倉平書簡 本
多熊太郎宛

49-1 湯浅倉平書簡 本
多熊太郎宛

湯浅倉平（宮
内大臣）

本多熊太郎 昭和8年10月2
0日

1通
（1）封筒、1枚／（2）通行証、

1枚
印刷［活版］・墨書

49-2 湯浅倉平書簡 本
多熊太郎宛

湯浅倉平（宮
内大臣）

本多熊太郎 昭和10年10月
21日

1通
（1）封筒、1枚／（2）通行証、

1枚
印刷［活版］・墨書

49-3 湯浅倉平書簡 本
多熊太郎宛

湯浅倉平（宮
内大臣）

本多熊太郎 昭和10年12月
20日

1通
（1）封筒、1枚／（2）通行証、

1枚／（3）新年宴会に関する注意書き、1枚
印刷［活版］・墨書

50 湯浅倉平書簡 本
多熊太郎・本多り
き宛

50-1 湯浅倉平書簡 本
多熊太郎・本多り
き宛

湯浅倉平 本多熊太郎・
令夫人

昭和8年11月1
日

1通
（1）封筒、1枚／（2）「観菊会

入苑證　昭和八年十一月十日」、1枚／
（3）観菊会に関する注意書き、1枚

印刷［活版］・墨書

50-2 湯浅倉平書簡 本
多熊太郎・本多り
き宛

湯浅倉平 本多熊太郎・
令夫人

昭和10年4月1
2日

1通
（1）封筒、1枚／（2）通行証、

1枚／（3）観桜会に関する注意書き、1枚
印刷［活版］・墨書

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

本多熊太郎関係文書目録
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数量
付属資料
記述法

数量
付属資料
記述法

数量
付属資料
記述法

数量
記述法
備考

数量
付属資料
記述法

数量
付属資料
記述法

数量
記述法

数量
付属資料

記述法

数量
付属資料
記述法
用紙

51 芳沢謙吉書簡 本
多熊太郎宛

51-1 芳沢謙吉書簡 本
多熊太郎宛

芳沢謙吉 本多熊太郎 〔昭和16年〕1
0月8日

1通
封筒、1枚

墨書

51-2 芳沢謙吉書簡 本
多熊太郎宛

芳沢謙吉 本多熊太郎 〔昭和16年〕1
0月21日

1通
封筒、1枚

墨書

52 吉田茂書簡 本多
熊太郎宛

吉田茂 本多熊太郎 〔昭和20年〕1
0月10日

1通
封筒、1枚

墨書

53 差出人不明書簡
本多熊太郎宛〔空
封筒〕

〔差出人不
明〕

本多熊太郎 〔昭和20年〕 1枚
ペン

封筒のみ

1-2 本多熊太郎発
信書簡［資料番号
54～55］

54 本多熊太郎書簡
本多勢津子宛

54-1 本多熊太郎書簡
本多勢津子宛

本多熊太郎 本多勢津子 〔昭和20年〕9
月7日

1通
封筒、1枚

墨書

54-2 本多熊太郎書簡
本多勢津子宛

本多熊太郎 本多勢津子 〔昭和20年〕1
1月14日

1通
封筒、1枚

墨書

55 本多熊太郎電報
日高信六郎宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

日高信六郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕公使）　

〔昭和16年8
月〕17日

1通
ペン

1-3 第三者間書簡
［資料番号56～6
2］

56 青木一男留守宅気
付有志一同書簡
中村豊一宛

青木一男留守
宅気付有志一
同

中村豊一 昭和21年1月1
5日

1通
「青木一男氏に対する関係ヵ者の

見解」、1枚
印刷［謄写（タイプ）］

57 有田八郎電報 堀
公一宛

有田八郎
（〔外務〕大
臣）

堀公一（〔在
南京総領事
館〕総領事）

昭和15年4月1
5日

1通
封筒、1枚

ペン
在南京日本総領事館罫紙

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

本多熊太郎関係文書目録
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数量
付属資料
記述法

数量
付属資料
記述法
用紙
備考

数量
付属資料
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

58 近衛文麿電報 影
佐禎昭宛

近衛文麿 影佐禎昭 〔昭和16年〕1
0月9日

1通
封筒、1枚

ペン

59 酒井由夫書簡 三
沢敬義宛

酒井由夫（指
導官）

三沢敬義（教
授）

〔昭和16年〕 1通
封筒、1枚

墨書
中央医院用牋
三沢は東京帝国大学教授。

60 徳富猪一郎書簡
本多先生遺族宛

徳富猪一郎 本多先生遺族 昭和23年12月
20日

1通
封筒、1枚

墨書

61 〔堀内謙介・栗山
茂ほか書簡 中村
豊一宛、および付
属資料〕

61-1 堀内謙介・栗山茂
ほか書簡 中村豊
一宛

堀内謙介・栗
山茂ほか（発
起人）

中村豊一 昭和21年2月1
日

2枚
印刷［謄写（タイプ）］

61-2 当日出席者 1枚
印刷［謄写（タイプ）］

付属資料

61-3 〔戦犯裁判に関す
る分担表〕

5枚
印刷［謄写（タイプ）］

付属資料

61-4 Trial and punish
ment of offence
s under the law
of war : the mili
tary commissio
n .

1綴
印刷［謄写（タイプ）］

付属資料

61-5 戦争法規（The L
aw of War）ニ基
ク裁判及刑罰　軍
事委員会〔軍律会
議〕（Miritary C
ommission）

1綴
印刷［謄写（タイプ）］

付属資料

61-6 軍事委員会〔軍律
会議〕（Miritary
Commission）

1綴
印刷［謄写（タイプ）］

付属資料

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

本多熊太郎関係文書目録
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数量
付属資料

記述法
備考

備考

数量
付属資料

数量
記述法
用紙

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙
備考

62 山下亀三郎書簡
塙雄太郎宛

山下亀三郎 塙雄太郎 〔昭和16年〕7
月11日

1通
（1）封筒、1枚／（2）別紙、1

枚
墨書

別紙は日付、宛先を欠く短い文章。

2 書類の部

2-1 外交記録類
［資料番号63～7
0］

63 汪主席訪日問題 もと1冊のファイル内に1～41番の資
料が挟まれていた。

63-0 〔空ファイル〕 1冊
紙、1枚

63-1 近衛文麿電報 杉
原荒太宛

近衛文麿
（〔総理〕大
臣）

杉原荒太
（〔南京〕総
領事）

昭和16年3月1
7日

1通
印刷［謄写（タイプ）］・鉛筆

在中華民国大日本帝国大使館用紙

63-2 日支新条約ノ規定
ニ基キ今後具体
化、措置乃至調整
ヲ予想セラルル事
項

亜一 昭和16年1月2
3日

1綴
印刷［活版］

作成主体の亜一は外務省東亜局第一課
ヵ。

63-3 条約集第十八輯第
十六巻

外務省条約局 昭和15年12月
3日

1冊
印刷［活版］

63-4 附属秘密協約 〔昭和15年〕 1冊
印刷［活版］・墨書

63-5 附属秘密協定　 〔昭和15年〕 1冊
印刷［活版］

63-6 秘密交換公文
（甲）　

〔昭和15年〕 1冊
印刷［活版］

63-7 秘密交換公文
（乙）　

〔昭和15年〕 1冊
印刷［活版］

63-8 本多大使ニ対スル
陸軍大臣懇談要旨

〔昭和15年〕1
2月19日

4枚
印刷［カーボン］・鉛筆

陸軍罫紙

63-9 本多大使ニ対スル
参謀総長ノ懇談要
旨

昭和15年12月
19日

同文2綴（3枚）
印刷［謄写（タイプ）］・鉛筆

陸軍罫紙
2つの綴りの内容は同一だが、それぞ

れ「大使」、「次長」と書き入れあり。

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等
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数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

63-10 近衛文麿書簡 汪
精衛宛

近衛文麿 汪精衛 昭和16年2月2
1日

1通
印刷［謄写（タイプ）］・鉛筆

外務省罫紙

63-11 本多熊太郎電報
松岡洋右宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

松岡洋右
（〔外務〕大
臣）

昭和16年3月8
日

1通
印刷［謄写（タイプ）］・ペン

在中華民国大日本大使館罫紙

63-12 本多熊太郎電報
近衛文麿宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

近衛文麿（外
務大臣）

昭和16年3月1
5日

1通
印刷［謄写（タイプ）］・鉛筆

在中華民国大日本大使館罫紙

63-13 本多熊太郎電報
近衛文麿宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

近衛文麿（外
務大臣）

昭和16年4月1
1日

1通
印刷［謄写（タイプ）］・ペン

在中華民国大日本大使館罫紙

63-14 本多熊太郎書簡
近衛文麿宛

本多熊太郎 近衛文麿（首
相）

昭和16年4月1
6日

1通
ペン

在中華民国大日本大使館罫紙

63-15 汪主席ノ訪日希望
ニ関スル件

本多熊太郎
（在中華民国
特命全権大
使）

近衛文麿（臨
時外務大臣事
務管理　内閣
総理大臣）

昭和16年4月1
6日

13枚
印刷［謄写（タイプ）］

在中華民国日本大使館罫紙

63-16 〔本多熊太郎上申
書〕

〔本多熊太
郎〕

〔松岡洋右〕 〔昭和16年4
月〕

14枚
印刷［謄写（タイプ）］・ペン

在中華民国日本大使館罫紙

63-17 周仏海書簡 日高
信六郎宛

周仏海 日高信六郎 〔昭和16年〕4
月12日

1通
ペン

在外公館罫紙
訳文

63-18 〔青木・汪会談の
要領〕

青木〔一男〕
（〔中華民国
国民政府行政
院全国経済委
員会最高〕顧
問）

昭和16年4月1
9日

14枚
印刷［謄写（タイプ）］

在中華民国日本大使館罫紙

63-19 汪主席訪日ニ関ス
ル件　

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

松岡洋右
（〔外務〕大
臣）

昭和16年4月2
2日

1通
印刷［謄写（タイプ）］

在中華民国大日本大使館罫紙

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等
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数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
付属資料

記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法

数量
記述法
用紙

備考

数量
記述法
用紙

63-20 大使館附海軍武官
電報 武藤章・福
留繁・前田稔宛

（大使館附海
軍武官）

武藤章（軍務
局長）・福留
繁（軍令部第
一部長）・前
田稔（軍令部
第三部長）

〔昭和16年〕4
月22日

1通
ペン

海軍電報起案訳文用紙

63-21 「在支不用日本租
界国府還付」ニ関
スル研究

（南京在勤海
軍武官・駐華
大使館附海軍
武官）

昭和16年4月2
2日

1綴（4枚）
印刷［活版］

海軍タイプ用紙

63-22 「在支不用日本租
界ヲ此際国府ニ還
付スルコト」ニ関
シ板垣総軍参謀長
ト会談要旨

（南京在勤海
軍武官・駐華
大使館附海軍
武官）

昭和16年4月2
1日

1綴（5枚）
印刷［活版］

海軍タイプ用紙

63-23 在支日本租界ノ現
状概要（中華民国
ニ於ケル列国ノ条
約権益英修道著抜
粋）

〔昭和16年4月
22日〕

1綴
日本の在中国の各租界に関する説

明書、1綴
印刷［活版］

海軍タイプ用紙

63-24 重慶工作ニ就キ周
仏海ノ質疑提出ニ
関スル件

〔昭和16年4月
23日〕

2枚
印刷［活版］

陸軍タイプ用紙

63-25 本多熊太郎電報
松岡洋右宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

松岡洋右
（〔外務〕大
臣）

昭和16年4月2
3日

1通
ペン

在中華民国大日本大使館罫紙

63-26 対重慶工作ニ関ス
ル本多大使周仏海
会談要録　

昭和16年5月1
日

1綴
印刷［活版］

63-27 汪主席訪日希望ニ
関スル件

松岡洋右
（〔外務〕大
臣）

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

昭和16年5月1
日

1通
印刷［活版］

在中華民国大日本帝国大使館タイプ用
紙

電報をタイプした紙を、白紙の電報用
紙に貼付。

63-28 汪渡日ニ関スル件 本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

松岡洋右
（〔外務〕大
臣）

昭和16年5月2
日

1通
印刷［活版］・ペン

在中華民国大日本大使館罫紙

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等
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数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法
用紙

備考

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
用紙

63-29 汪主席渡日希望ニ
関スル件

松岡洋右
（〔外務〕大
臣）

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

昭和16年5月3
日

1通
印刷［活版］

在中華民国大日本大使館罫紙
電報をタイプした紙を、白紙の電報用

紙に貼付。

63-30 対重慶方針問合ノ
件　

松岡洋右
（〔外務〕大
臣）

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

昭和16年5月1
日

1通
印刷［活版］

在中華民国大日本帝国大使館タイプ用
紙

63-31 本多熊太郎書簡
松岡洋右宛

本多熊太郎 松岡洋右 〔昭和16年〕5
月2日

1通
ペン・鉛筆

在外公館罫紙

63-32 対重慶工作ニ対ス
ル意見　

板垣征四郎
（支那派遣軍
総参謀長）

（〔木村平太
郎陸軍〕次
官）・（〔塚
田攻参謀〕次
長）

昭和16年5月5
日

1通
印刷［活版］・ペン

陸軍タイプ用紙
電報をタイプした紙を、白紙の電報用

紙に貼付。

63-33 松岡洋右電報 本
多熊太郎宛

松岡洋右
（〔外務〕大
臣）

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

昭和16年5月6
日

1通
印刷［活版］

在中華民国大日本帝国大使館タイプ用
紙

電報をタイプした紙を、白紙の電報用
紙に貼付。

63-34 汪主席訪日ニ関ス
ル件

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年5月6
日

1通
印刷［活版］・ペン

在中華民国大日本大使館罫紙

63-35 南京国民政府ニ対
スル我方施策ノ件

堀内干城
（〔上海〕総
領事）

松岡洋右
（〔外務〕大
臣）

昭和16年5月9
日

1通
ペン

在上海日本総領事館罫紙

63-36 国民政府ニ対スル
施策ニ関スル件　

堀内干城
（〔上海〕総
領事）

松岡洋右
（〔外務〕大
臣）

昭和16年5月9
日

1通
ペン・鉛筆

在上海日本総領事館罫紙

63-37 対日本政府之希望
（草案）

〔昭和16年〕 1綴
印刷［活版］・墨書・鉛筆

63-38 日本政府ニ対スル
希望（草案）訳文　

〔昭和16年〕 1綴
印刷［活版］

63-39 外政機構整備問題
処理方針（案）　

外務省機構委
員会

昭和16年5月9
日

1綴
印刷［活版］・ペン

外務省タイプ用紙

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等
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数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
用紙

数量
記述法
備考

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法
用紙
備考

63-40 対支緊急施策要綱
（案）ノ決定ニ関
スル件

亜一 昭和16年5月5
日

1綴
印刷［活版］

作成主体の亜一は外務省東亜局第一課
ヵ。

63-41 対支緊急施策要綱
（案）　

亜一 昭和16年4月2
8日

1綴
印刷［活版］

作成主体の亜一は外務省東亜局第一課
ヵ。

64 外政機構問題

64-1 〔空封筒（機構問
題）〕

〔本多熊太
郎〕

1枚
鉛筆・印刷［活版］

「在中華民国（南京）大日本帝国大使
館」の印字あり。

64-2 〔大使用　機構問
題書類一式〕

64-2-
1

外政機構整備ノ件 山本熊一（外
務省東亜局
長）

昭和16年3月1
0日

1綴（5枚）
ペン・印刷［活版］

在中華民国日本大使館タイプ用紙

64-2-
2

〔空封筒（大使用　
機構問題書類一
式）

1枚
ペン

付属資料

64-2-
3

対支外政機構整備
案

〔鈴木貞一〕 〔昭和16年3
月〕

1綴（7枚）
印刷［活版］

在中華民国日本大使館タイプ用紙
付属資料。枠外に甲号とあり。

64-2-
4

外政機構整備要綱 〔山本熊一〕 昭和16年3月6
日

1綴（4枚）
印刷［活版］

在中華民国日本大使館タイプ用紙
付属資料。枠外に乙号とあり。

64-2-
5

外政機構整備ニ関
スル準備要綱

〔昭和16年3
月〕

1綴（2枚）
印刷［活版］

在中華民国日本大使館タイプ用紙
付属資料。枠外に丙号とあり。

64-2-
6

外政機構統合問題 亜一 昭和16年3月2
7日

1綴（9枚）
印刷［活版］

在中華民国日本大使館タイプ用紙
付属資料。作成主体の亜一は外務省東

亜局第一課ヵ。
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数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法

数量
記述法
用紙

数量
記述法

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
付属資料

記述法
用紙

64-2-
7

外政機構統合問題
ニ関スル省議決定
ノ件

昭和16年4月2
4日

1綴（4枚）
印刷［活版］・ペン

在中華民国日本大使館タイプ用紙
付属資料。資料番号64-2-7～10はも

と一括。

64-2-
8

外政機構整備問題
処理方針（案）

昭和16年4月1
7日

1綴（2枚）
印刷［活版］

在中華民国日本大使館タイプ用紙
付属資料

64-2-
9

対支緊急施策要綱
（案）

昭和16年4月2
3日

1綴（3枚）
印刷［活版］・ペン

在中華民国日本大使館タイプ用紙
付属資料

64-2-
10

外政機構整備要綱
（案）　

昭和16年4月1
7日

1綴（5枚）
印刷［活版］・ペン

在中華民国日本大使館タイプ用紙
付属資料

64-3 国民政府承認ニ伴
フ対支機構調整要
綱

興亜院 昭和15年12月
17日

1綴（3枚）
印刷［謄写（タイプ）］

64-4 中支外政機構整備
要領

〔昭和15年〕 3枚
ペン

在中華民国日本大使館タイプ用紙

64-5 中支外政機構整備
要領

〔昭和15年〕 同文3綴
印刷［活版］

64-6 外政機構統合問題　亜一 昭和16年2月1
5日

1綴（6枚）
印刷［謄写（タイプ）］・鉛筆

外務省タイプ用紙
作成主体の亜一は外務省東亜局第一課

ヵ。

64-7 外務機構整備要綱　 昭和16年2月1
7日

4枚
印刷［謄写（タイプ）］・鉛筆

64-8 外政機構統合ニ関
スル件

昭和16年2月1
9日

1綴（9枚）
印刷［謄写（タイプ）］・鉛筆

64-9 外政機構整備ノ件 山本熊一（外
務省東亜局
長）

昭和16年3月1
0日

6枚
（1）「対支外政機構整備案」、

3枚／（2）「外政機構整備要綱」、4枚／
（3）「外政機構整備ニ関スル準備要綱」、
2枚

ペン・印刷［活版］
在上海日本総領事館用紙

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等
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数量
記述法

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

64-10 近衛文麿電報 本
多熊太郎宛

近衛文麿（外
務大臣）

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

昭和16年3月2
6日

同文3通
ペン・印刷［活版］

64-11 本多熊太郎電報
近衛文麿宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

近衛文麿（外
務大臣）

昭和16年3月2
8日

同文3通
ペン・印刷［活版］

在中華民国大日本大使館罫紙

64-12 本多熊太郎電報
近衛文麿宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

近衛文麿（外
務大臣）

昭和16年3月3
0日

同文3通
ペン・印刷［活版］

在中華民国大日本大使館罫紙

64-13 本多熊太郎電報
北京、在支各総領
事宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

北京、在支各
総領事

昭和16年3月3
1日

同文3通
ペン・印刷［活版］

在中華民国大日本大使館罫紙

64-14 本多熊太郎電報
北京、在支各総領
事宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

北京、在支各
総領事

昭和16年3月3
1日

同文2通
ペン・印刷［活版］

在中華民国大日本大使館罫紙

64-15 本多熊太郎電報
近衛文麿宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

近衛文麿（外
務大臣）

昭和16年4月2
日

同文2通
ペン・印刷［活版］

在中華民国大日本大使館罫紙

64-16 本多熊太郎内状
山本熊一宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

山本熊一（外
務省東亜局
長）

〔昭和16年〕4
月4日

同文2通
印刷［活版］

在中華民国大日本大使館罫紙

64-17 本多熊太郎電報
建川美次宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

建川美次（在
露〔特命全
権〕大使）

昭和16年4月5
日

1通
ペン・印刷［活版］

在中華民国大日本大使館罫紙

64-18 本多熊太郎電報
建川美次宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

建川美次（在
蘇〔特命全
権〕大使）

昭和16年4月5
日

1通
ペン・印刷［活版］

在中華民国大日本大使館罫紙

64-19 本多熊太郎電報
建川美次宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

建川美次（在
露〔特命全
権〕大使）

昭和16年4月6
日

1通
ペン・印刷［活版］

在中華民国大日本大使館罫紙

64-20 堀内干城電報 杉
原荒太宛

堀内干城（上
海総領事）

杉原荒太
（〔南京〕総
領事）

昭和16年4月7
日

同文3通
印刷［活版］

在中華民国大日本大使館用紙

資料
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数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法

数量
付属資料
記述法

数量
記述法
用紙

備考

数量

数量
記述法
用紙

数量
記述法

数量
付属資料

記述法
用紙

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法
用紙
備考

64-21 本多熊太郎電報
近衛文麿宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

近衛文麿（外
務大臣）

昭和16年4月1
4日

同文4通
ペン・印刷［活版］

在中華民国大日本大使館罫紙

64-22 対支緊急施策要綱
（案）

昭和16年4月2
0日

1綴（4枚）
ペン・印刷［活版］

外務省タイプ用紙

64-23 本多熊太郎書簡
松岡洋右宛

本多熊太郎 松岡洋右 〔昭和16年〕4
月16日

1通
ペン

65 〔対中政策参考資
料〕

65-1 「中国共産党運動
ノ解説」送付ノ件

土田豊（在中
華民国（北
京）大使館参
事官）

本多熊太郎
（在中華民国
（南京）特命
全権大使）

昭和16年2月1
7日

1通
「中国共産党運動ノ解説」、1冊

印刷［活版］・鉛筆

65-2 交戦権ノ発動ニ就
テ

昭和16年7月2
9日

14枚
ペン

外務省罫紙

66 重要会談要録 もと1冊のファイル内に、資料番号66
-0～12の資料が挟まれていた。

66-0 〔空ファイル〕 1点

66-1 本多大使汪主席会
談要旨

昭和16年1月3
日

1綴（14枚）
印刷［活版］・鉛筆

外務省タイプ用紙

66-2 本多大使汪主席会
談要旨

昭和16年1月1
4日

1綴（12枚）
印刷［活版］・鉛筆

66-3 本多大使汪主席会
談要旨

昭和16年1月1
4日

1綴（14枚）
（1）「糧食管理問題覚書」、1

綴／（2）「物資統制ニ関スル覚書、1綴
印刷［活版］・ペン

外務省タイプ用紙

66-4 本多熊太郎電報
近衛文麿宛

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

近衛文麿（外
務大臣）

昭和16年3月2
4日

1通
印刷［活版］・ペン

在中華民国大日本大使館罫紙
「北京・上海・広東」（それぞれ大使

館・領事館・総領事館か）にも転電。

66-5 治安確保工作ニ関
スル汪主席ノ提言　

〔昭和16年〕3
月24日

1綴（5枚）
印刷［活版］・ペン

在中華民国日本大使館タイプ用紙
作成年は、史料には昭和15年とある

が16年の誤記。
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数量
記述法
用紙

数量
付属資料

記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

66-6 本多大使汪主席会
談要旨

昭和16年3月2
3日

1綴（13枚）
印刷［活版］・ペン

在中華民国日本大使館タイプ用紙

66-7 国民政府強化問題
其他ニ関スル梁鴻
志ノ談話要旨　

清水〔藍三
（在中華民国
日本大使館書
記官）〕

昭和16年4月2
6日

1綴（15枚）
（1）「民間会議之私見」、1枚

／（2）白紙のメモ、1枚／（3）封筒、1枚
ペン・鉛筆

在外公館罫紙

66-8 国民政府ノ強化問
題及汪主席ノ心境
ニ関スル廉大使ノ
内話　

清水〔藍三
（在中華民国
日本大使館書
記官）〕

昭和16年4月2
6日

1綴（5枚）
ペン・鉛筆

在外公館罫紙

66-9 対重慶工作ニ関ス
ル本多大使周仏海
会談要録　

昭和16年5月1
日

1綴（11枚）
印刷［活版］

66-10 日高公使汪主席会
談要録

昭和16年5月4
日

1綴（13枚）
印刷［活版］

在上海日本総領事館用紙

66-11 本多大使汪主席会
談要録

昭和16年5月4
日

28枚
ペン・鉛筆

在外公館罫紙

66-12 本多大使陳公博会
談要録

昭和16年5月8
日

1綴（15枚）
印刷［活版］

在上海日本総領事館用紙

67 会談書類

67-1 治安確保工作ニ関
スル汪主席ノ提言

〔昭和16年〕3
月24日

1綴（5枚）
印刷［活版］・ペン

在中華民国日本大使館タイプ用紙
作成年は、資料には昭和15年とある

が、16年の誤記。

67-2 対支経済緊急対策 昭和15年11月
8日

8枚
印刷［活版］・ペン

67-3 本多大使新聞記者
会見録

昭和16年4月7
日

1綴
印刷［活版］・ペン

在上海日本総領事館用紙

67-4 〔青木顧問汪主席
会談要領〕

青木〔一男〕
（〔中華民国
国民政府行政
院全国経済委
員会最高〕顧
問）

昭和16年4月1
9日

1綴（14枚）
印刷［活版］・ペン

在中華民国日本大使館タイプ用紙
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数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法
用紙

数量
記述法

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
付属資料

記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

67-5 日満支三国総理会
談ニ関スル件

亜一 昭和16年6月4
日

1綴（3枚）
印刷［活版］・ペン

外務省タイプ用紙
作成主体の亜一は外務省東亜局第一課

ヵ。

67-6 広西軍及孫良成
（山東）トノ連絡
ニ関スル汪主席談
話要領

日高信六郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕公使）

〔昭和16年〕6
月15日

1綴（9枚）
印刷［活版］・ペン

外務省タイプ用紙
孫良成は、孫良誠。

67-7 六月十五日汪主席
トノ会談要領　

日高信六郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕公使）

〔昭和16年〕6
月15日

18枚
鉛筆

在上海日本総領事館罫紙

67-8 汪主席訪日会談要
録

昭和16年6月 1綴
印刷［活版］・墨書

67-9 近衛首相汪主席特
別会談要録　

〔昭和16年〕6
月24日

1綴（8枚）
印刷［活版］・ペン

外務省タイプ用紙

67-10 近衛首相汪主席会
談中ノ一節　

〔昭和16年〕6
月24日

1綴（19枚）
印刷［活版］・ペン

在中華民国日本大使館タイプ用紙

67-11 本多大使汪主席会
談要録

〔昭和16年〕1
0月11日

12枚
ペン

在外公館罫紙

67-12 本多大使汪主席会
談要旨

昭和16年11月
9日

1綴（15枚）
印刷［活版］

在中華民国日本大使館タイプ用紙

68 往復電報類

68-1 現地事情ニ関スル
私見

清水〔藍三〕
（〔在中華民
国日本大使
館〕書記官）

〔本多熊太
郎〕（〔中華
民国駐箚特命
全権〕大使）

昭和16年5月7
日

10枚
（1）「支那事変急速処理要

綱」、1綴／（2）封筒、1枚
ペン・墨書

在外公館罫紙

68-2 煙濰線ノ急速敷設
実現方請願ノ件

首藤定（黄海
経済聯盟理事
長）

本多熊太郎
（支那駐劄特
命全権大使）

昭和16年5月1
4日

1綴（3枚）
印刷［活版］・墨書

黄海経済聯盟本部タイプ用紙

68-3 大連芝罘青島間航
空路ノ急設実現方
請願ノ件

首藤定（黄海
経済聯盟理事
長）

本多熊太郎
（支那駐劄特
命全権大使）

昭和16年5月1
4日

1綴（2枚）
印刷［活版］・墨書

黄海経済聯盟本部タイプ用紙
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数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

68-4 重慶工作ニ関スル
件

松岡洋右
（〔外務〕大
臣）

日高信六郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕公使）

昭和16年5月1
7日

1綴（2枚）
印刷［活版］

外務省タイプ用紙

68-5 対支緊急施策問題
取扱方針

昭和16年5月2
1日

1綴（3枚）
印刷［活版］・鉛筆

外務省タイプ用紙

68-6 ニュ-マンの打電
全文　

同盟通信社情
報部

昭和16年5月2
2日

1綴（4枚）
印刷［活版］・鉛筆

外務省タイプ用紙

68-7 「日本政府ニ対ス
ル希望」ニ関スル
周行政院副院長来
翰（訳文）送付ノ
件

本多熊太郎
（在中華民国
特命全権大
使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年5月2
4日

1綴（3枚）
印刷［活版］・鉛筆

外務省タイプ用紙

68-8 〔汪兆銘政権より
日本政府に対する
希望〕

68-8-
1

日高信六郎電報
本多熊太郎宛

日高信六郎
（〔中華民国
駐箚〕特命全
権公使）

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚〕特命全
権大使）

昭和16年5月1
4日

1通
印刷［活版］、鉛筆

在中華民国日本大使館タイプ用紙

68-8-
2

周仏海電報 本多
熊太郎宛

周仏海 本多熊太郎 〔昭和16年〕5
月13日

同文2通
印刷［活版］、ペン

付属資料。枝番号8の2と3は、クリッ
プで一式ずつ纏められていた。

68-8-
3

日本政府ニ対スル
希望（草案）訳文　

〔周仏海〕 同文2綴（各19枚）
印刷［活版］、鉛筆

付属資料

68-9 物資流動問題ニ関
スル件

〔陸軍省〕総
軍参謀部

昭和16年5月6
日

1綴（10枚）
印刷［カーボン］・鉛筆

陸軍罫紙
9・10枚目は「別紙」

68-10 日高信六郎電報
松岡洋右宛

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年5月1
6日

同文2通
印刷［活版］・ペン

外務省タイプ用紙

68-11 日高信六郎電報
松岡洋右宛

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年5月1
9日

1通
印刷［活版］・鉛筆

外務省タイプ用紙
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数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
付属資料

記述法
用紙

数量
付属資料

記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
用紙

数量
記述法

数量
記述法

68-12 日高信六郎電報
松岡洋右宛

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年5月1
6日

1通
印刷［活版］

外務省タイプ用紙

68-13 日高信六郎電報
松岡洋右宛

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年5月2
2日

1通
印刷［活版］

外務省タイプ用紙

68-14 日高信六郎電報
松岡洋右宛

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年5月1
9日

1通
ペン

外務省罫紙

68-15 日高信六郎電報
本多熊太郎宛

日高信六郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕公使）

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

昭和16年5月2
4日

1通
「国民政府下半期予算充当経費捻

出ニ関スル内面指導要領（案）」、1綴（6
枚）

印刷［活版］・ペン
在中華民国日本大使館タイプ用紙

68-16 汪主席ノ東京六大
新聞通信社整理部
長等ニ対スル談話
報告ノ件　

本多熊太郎
（在中華民国
特命全権大
使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年5月2
7日

1綴（2枚）
「汪主席ノ東京六大新聞通信社整

理部長等ニ対スル談話要旨」、1綴（9枚）
印刷［活版］・ペン

68-17 堀内干城電報 松
岡洋右宛

堀内干城
（〔上海〕総
領事）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年5月2
8日

1通
印刷［カーボン］

68-18 日支合弁事業ノ調
整ニ関スル件

昭和16年5月2
9日

1綴（5枚）
印刷［活版］

68-19 汪渡日ノ件 松岡洋右
（〔外務〕大
臣）

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

昭和16年5月3
0日

1通
印刷［カーボン］

68-20 五月三十一日影佐
少将ノ日高公使中
村参事官ニ対スル
内話　

〔昭和16年〕5
月31日

1綴（4枚）
印刷［活版］・ペン

在中華民国日本大使館タイプ用紙

68-21 日高信六郎電報
松岡洋右宛

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年6月1
日

1通
鉛筆

68-22 日高信六郎電報
松岡洋右宛

日高信六郎
（〔在中華民
国日本大使
館〕参事官）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年6月2
日

1通
印刷［蒟蒻版］
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本多熊太郎関係文書目録

23



数量
記述法

数量
付属資料
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
用紙

数量
記述法

68-23 日高信六郎電報
松岡洋右宛

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年6月2
日

1通
印刷［蒟蒻版］

68-24 汪主席渡日ノ件 松岡洋右
（〔外務〕大
臣）

日高信六郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕公使）

昭和16年6月2
日

同文2通
「汪渡日ノ件」、1通

印刷［活版］・鉛筆

68-25 中華民国国民政府
主席兼行政院院長
一行訪日行事日程
表　

〔昭和16年〕 1綴（10枚）
印刷［活版］・ペン

68-26 国民政府主席兼行
政院院長汪精衛閣
下一行氏名　

〔昭和16年〕 1綴（2枚）
印刷［活版］

68-27 日高信六郎電報
松岡洋右宛

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年6月3
日

1通
印刷［蒟蒻版］

68-28 日高信六郎電報
松岡洋右宛

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年6月3
日

1通
印刷［蒟蒻版］

68-29 日高信六郎電報
松岡洋右宛

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年6月4
日

1通
印刷［蒟蒻版］

68-30 日高信六郎電報
松岡洋右宛

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年6月4
日

1通
印刷［蒟蒻版］・鉛筆

68-31 日高信六郎電報
松岡洋右宛

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年6月4
日

1通
印刷［蒟蒻版］

68-32 汪精衛ニ対スル対
応ノ件

昭和16年6月1
2日

1綴（2枚）
印刷［活版］・ペン

外務省タイプ用紙

68-33 汪精衛氏ニ対スル
応対要領

興亜院 昭和16年6月1
1・13日

1綴（7枚）
印刷［活版］・ペン

資料
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数量
記述法

数量
付属資料

記述法

数量
記述法
用紙

数量
付属資料

記述法
用紙

数量
記述法

数量
付属資料

記述法
用紙

数量
記述法
用紙
備考

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

68-34 日高信六郎電報
松岡洋右宛

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

松岡洋右（外
務大臣）

昭和16年6月3
日

1通
印刷［蒟蒻版］・鉛筆

68-35 中村〔豊一〕電報
日高信六郎宛

中村〔豊一〕
（〔在中華民
国日本大使
館〕参事官）

日高信六郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕公使）

昭和16年6月1
7日

1通
（1）「高裁案」、1綴（7枚）／

（2）「国立上海大学設立計画書」、1綴
印刷［活版］・ペン

68-36 「汪精衛氏ニ対ス
ル応対要領」ニ対
スル外相ノ「コメ
ント」　

〔昭和16年〕 1枚
印刷［活版］・ペン

外務省タイプ用紙

68-37 松岡洋右電報 本
多熊太郎宛

松岡洋右（外
務大臣）

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚〕特命全
権大使）

昭和16年6月2
1日

1通
「本多大使ニ対スル回答」、同文

4綴（5枚）
印刷［活版］・ペン

外務省タイプ用紙

68-38 国民政府並ニ之カ
指導ノ現況　

駐華帝国大使
館

昭和16年7月1
日

1綴（9枚）
印刷［活版］・鉛筆

68-39 大橋忠一電報 木
村平太郎・沢本頼
雄・及川源七・本
多熊太郎宛

大橋忠一（外
務次官）

木村平太郎
（陸軍次
官）・沢本頼
雄（海軍次
官）・及川源
七（興亜院総
務長官心
得）・本多熊
太郎（〔中華
民国駐箚特命
全権〕大使）

昭和16年7月3
日

1通
「本多大使ニ対スル回答」、1綴

（5枚）
印刷［活版］・鉛筆

外務省タイプ用紙

68-40 陳介其ノ他重慶側
派遣外交官ノ取扱
ニ関スル件　

太田〔一郎
ヵ〕（亜一）

昭和16年7月1
1日

1綴（16枚）
印刷［活版］・ペン

外務省タイプ用紙
作成主体の亜一は外務省東亜局第一課

ヵ。

68-41 汪主席ニ謝意伝達
ノ件

豊田貞次郎
（外務大臣）

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

昭和16年7月2
3日

同文2通
印刷［活版］

外務省タイプ用紙

68-42 松岡大臣ノ謝電ニ
関スル件

豊田貞次郎
（外務大臣）

日高信六郎
（中華民国駐
箚〕代理大
使）

昭和16年7月2
3日

1通
印刷［活版］

外務省タイプ用紙
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数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法
用紙

数量
記述法
用紙

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
付属資料
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

68-43 支那事変完遂ノ為
差当リ執ルヘキ措
置（政府大本営連
絡会議決定案）

亜一 昭和16年7月2
7日

1綴（7枚）
印刷［活版］・鉛筆

作成主体の亜一は外務省東亜局第一課
ヵ。

68-44 上海為替統制後の
暗相場問題に対す
る華人側の意見

中国経済文化
研究会

昭和16年10月
29日

1綴（5枚）
印刷［活版］

68-45 本多熊太郎書簡
周仏海宛

本多熊太郎 周仏海（行政
院副院長）

昭和16年7月 1通
印刷［活版］・ペン

外務省タイプ用紙

68-46 一般方針 〔在中華民国
日本大使館〕

〔昭和16年5月
14日〕

1綴（15枚）
印刷［活版］・ペン

在中華民国日本大使館タイプ用紙

68-47 〔本多熊太郎談
話〕

〔本多熊太
郎〕

〔昭和16年6
月〕

同文3綴（7枚）
印刷[謄写（手書）］

68-48 〔差出人不明書
簡〕 本多熊太郎
宛〔空封筒〕

〔差出人不
明〕

本多熊太郎
（外務省東亜
局長気付特命
全権大使）

〔昭和16年〕 1枚
墨書、謄写（タイプ）

封筒のみ。大使用の書類封筒ヵ。

69 日支新関係ニ関ス
ル協議書類　

梅機関 〔昭和14年〕1
2月31日

1綴
「特別調書」、1枚

印刷［謄写（タイプ）］・墨書
表紙の裏に「特別調書」が挟まれてい

た。

70 最近ニ於ケル東北
四省ノ鉄道敷設計
画　

〔南満州鉄道
株式会社資料
課〕

昭和5年9月26
日

1冊
印刷［謄写（タイプ）］

2-2 本多熊太郎著
述［資料番号71
～90］

71 〔本多熊太郎手記
序〕

〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン・鉛筆

72 本多大使手記（第
一回）

〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン

73 第三回〔本多大使
手記〕

〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン・鉛筆

74 第四回〔本多大使
手記〕

〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン・鉛筆

75 第五回〔本多大使
手記〕

〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン・鉛筆

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等
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数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
内容
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
内容
付属資料
記述法

数量
記述法

76 第六回〔本多大使
手記〕

〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン

77 第七回〔本多大使
手記〕

〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン

78 国共聯合による抗
日戦線の形成

〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン

79 支那事変 〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン・鉛筆

80 三国同盟条約 〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン

81 米国戦争 〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン

82 国本社トノ関係 〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン

83 華府会議と日本 〔本多熊太
郎〕

1冊
前半は中国や経済に関するもの。

ペン

84 不戦条約及ロンド
ン条約ニ関スル言
論ノ概要

〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン

85 〔「現下の世界政
局」に関する本多
熊太郎手記〕

〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン

86 昭和十六年対ソ問
題ニ関スル意見

〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン

87 〔外交に関する本
多熊太郎手記〕

〔本多熊太
郎〕

1冊
ペン

88 〔本多熊太郎英文
手記〕

〔本多熊太
郎〕

9枚
印刷［謄写（タイプ）］・鉛筆

89 本多熊太郎「軍国
外交雑爼」

山田錠太郎
（改造社『改
造』編輯部）

本多熊太郎 〔昭和19年3月
31日〕

1綴
本多の論文を改造社が校正したもの。

封筒、1枚
印刷［活版］・鉛筆

90 〔本多熊太郎意見
集］

90-1 議会の言論に現は
れたる幣原外相の
日支関係観

本多熊太郎
［著］ ,〔外
交時報社
［刊］〕

〔昭和6年3
月〕

1冊
印刷［謄写（タイプ）］
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数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

90-2 外交問題として観
たフーヴァ提案

本多熊太郎
［述］ , 芙
蓉会［刊］

〔昭和6年7
月〕

1冊
印刷［謄写（タイプ）］

90-3 世界の動きと日本
の立場

本多熊太郎
［述］ , 帝
国在郷軍人会
第一師管聯合
支部［刊］

昭和6年8月 1冊
印刷［謄写（タイプ）］

90-4 欧洲の安定は前途
遼遠

本多熊太郎
［著］ ,
〔外交時報社
［刊］〕

昭和6年〔8
月〕

1冊
印刷［謄写（タイプ）］

90-5 国際聯盟軍縮本会
議と日本

本多熊太郎
［著］ , 外
交時報社
［刊］

昭和6年9月12
日

1冊
印刷［謄写（タイプ）］

90-6 国難に直面して　
現下の時局に就い
て

本多熊太郎
［述］, 東京
講演会［刊］

昭和7年2月 1冊
印刷［謄写（タイプ）］

90-7 満洲新国家と上海
事件解決策

本多熊太郎
［述］ , 中
央満蒙協会
［刊］

昭和7年2月 1冊
印刷［謄写（タイプ）］

90-8 大国日本の権威回
復

本多熊太郎 昭和8年3月 1冊
印刷［謄写（タイプ）］

90-9 所謂一九三五、六
年の危機

本多熊太郎
［述］ , 電
気協会［刊］

昭和9年4月 1冊
印刷［謄写（タイプ）］

90-10 時局外交縦横談 本多熊太郎 〔昭和12年］1
0月23日

1綴
印刷［謄写（タイプ）］

90-11 日産の満洲進出と
重工業開発問題

本多熊太郎
［述］ , 東
京講演同好会
［刊］

昭和13年2月1
0日

1冊
印刷［活版］

90-12 現前の時局と我が
外交対策

本多熊太郎
［述］ , 東
亜同文会
［刊］

昭和14年7月 1冊
印刷［謄写（手書）］

90-13 欧洲再動乱と日本 本多熊太郎
［述］ , 日
本外交協会
［刊］

昭和14年11月 1冊
印刷［謄写（手書）］
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数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
付属資料
記述法

数量
付属資料
記述法
備考

数量
記述法

90-14 当面の外交転換私
見

本多熊太郎
［述］ , 日
本外交協会
［刊］

昭和15年9月 同文2冊
印刷［謄写（手書）］

2-3 調書類［資料
番号91～100］

91 重慶方面関係経過
概要

〔小川平吉〕 昭和14年10月 1綴（10枚）
印刷［謄写（手書）］

92 和議建言概要覚書　〔小川平吉〕 昭和16年1月 1綴（9枚）
印刷［謄写（手書）］・墨書

93 和議建言序説覚書　〔小川平吉〕 昭和16年1月 1綴（6枚）
印刷［謄写（手書）］・墨書

94 建言附属文書抜粋　〔小川平吉〕 昭和16年1月 1綴（9枚）
印刷［謄写（手書）］・墨書

95 赴香始末　 〔小川平吉〕 〔昭和14年〕 1綴
印刷［謄写（手書）］・ペン

96 「ケベツク」会談　 昭和18年8月2
8日

1綴
印刷［謄写（タイプ）］・鉛筆

97 世界戦局ニ関スル
若干ノ考察

昭和18年9月3
日

1綴
印刷［謄写（タイプ）］・鉛筆

98 戦争犯罪ノ主体ニ
ツイテ　

田中二郎 〔昭和〕 1綴
印刷［謄写（タイプ）］・鉛筆

99 戦争犯罪ト国際法　横田喜三郎 〔昭和〕 1綴
印刷［謄写（タイプ）］・鉛筆

100 交戦権拘束の諸条
約（特に開戦手続
条約と不戦条約）

〔信夫淳平〕 〔昭和〕 1綴
メモ、1枚

印刷［謄写（手書）］・ペン

2-4 記事切抜類
［資料番号101～
107］

101 〔新聞の記事切抜
1〕

101-1 〔日本の新聞・英
字新聞の記事切
抜〕

〔在上海日本
総領事館〕

昭和16年5月8
日

4枚
符箋、1枚

印刷［活版］・ペン
もと1枚のファイル内に資料番号101-

1～4が入っていた。

101-2 〔記事切抜（『大
陸新報』）〕

〔在上海日本
総領事館〕

昭和16年5月9
日

1枚
印刷［活版］

資料
番号
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数量
記述法

数量
付属資料
記述法

数量
記述法
備考

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

数量
記述法

数量
記述法
用紙

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法

101-3 〔記事切抜『上海
毎日新聞』〕

〔在上海日本
総領事館〕

昭和16年5月9
日

1枚
印刷［活版］・鉛筆

101-4 〔中国の邦字新聞
の記事切抜〕

〔在上海日本
総領事館〕

昭和16年5月8
日

8枚
符箋、1枚

印刷［活版］・ペン

102 〔新聞の記事切抜
2〕

〔本多熊太
郎〕

〔昭和16年5
月〕

9枚
印刷［活版］・鉛筆

9枚の台紙にそれぞれ新聞記事の切抜
を貼付。

103 〔スクラップ・ブ
ック1〕

〔本多熊太
郎〕

昭和15年12月
8日～昭和16年
11月11日

1冊
新聞の切り抜きを集めたもの

ペン・印刷［活版］

104 〔スクラップ・ブ
ック2〕

〔本多熊太
郎〕

昭和15年12月
8日～昭和16年
12月20日

1冊
新聞の切り抜きを集めたもの

ペン・印刷［活版］

105 〔スクラップ・ブ
ック3〕

〔本多熊太
郎〕

昭和16年7月2
4日～昭和16年
10月1日

1冊
新聞の切り抜きを集めたもの

ペン・印刷［活版］

106 〔スクラップ・ブ
ック4〕

〔本多熊太
郎〕

昭和16年8月2
7日～昭和16年
11月4日

1冊
新聞の切り抜きを集めたもの

ペン・印刷［活版］

107 〔スクラップ・ブ
ック5〕

〔本多熊太
郎〕

中華民国29年1
2月27日～中華
民国30年3月3
0日

1冊
中国の新聞の切り抜きを集めたもの

ペン・印刷［活版］

2-5 雑書類［資料
番号108～125］

108 〔英文メモ〕 〔本多熊太
郎〕

1枚
ペン

109 〔木下敏に関する
メモ〕

〔本多熊太
郎〕

〔昭和〕 1枚
ペン

在中華民国大日本帝国大使館罫紙

110 〔空封筒（岩島正
継旧蔵）〕

〔岩島正継〕 1枚
印刷［活版］

111 南京ヨリ東京ヘ携
行セラレタル本多
大使書類〔空封
筒〕

〔杉原荒太〕 〔昭和16年〕 1枚
印刷［活版］・墨書

「杉原〔荒太南京〕総領事ヨリ返却」
の書込みあり。

112 雑〔空封筒〕 1枚
印刷［活版］・墨書

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等

本多熊太郎関係文書目録
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数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
備考

数量
記述法

数量
内容

記述法

113 〔空封筒〕 1枚
印刷［活版］

114 御船中佐携行分
〔空封筒〕

〔昭和16年〕 1枚
印刷［活版］・墨書

「在中華民国大日本帝国大使館」の印
字と、「秘　大使〔本多ヵ〕一応読了　多
〔花押ヵ〕」の書込あり。

115 〔空封筒（中村豊
一作成）〕

中村豊一（在
中華民国大日
本帝国大使館
参事官）

本多熊太郎
（〔中華民国
駐箚特命全
権〕大使）

〔昭和16年〕 1枚
印刷［活版］・墨書

116 〔空封筒（在中華
民国日本大使館関
係）〕

〔昭和〕 1枚
印刷［活版］

「在中華民国（南京）大日本帝国大使
館」の印字あり。

117 "And So To Wa
r"by Hurbert He
rring Yale Unive
rsity Press〔抜
粋〕

〔本多熊太
郎〕

〔昭和〕 5綴（各6枚）
印刷［活版］

1938年刊行の英書の一部。

118 Excerpt from"Th
e Round Table",
London,—A Qua
rterly Review of
the Politics of th
e British Comm
onwealth,Septe
mber 1937.

〔本多熊太
郎〕

〔1937年9
月〕

5綴（各3枚）
印刷［活版］

英誌「The Round Table」の抜粋。

119 "Oriental Affair
s" June 1941

〔本多熊太
郎〕

〔1941年6
月〕

4綴（各7枚）
印刷［活版］

英誌「Oriental Affairs」の抜粋。

120 翼賛政治会総務会
ニ於ケル重光大臣
演説

〔重光葵〕 昭和18年9月1
4日

1冊
印刷［活版］・鉛筆

121 〔空封筒〕 1枚
書簡用封筒ヵ

122 〔本多熊太郎名
刺〕

本多熊太郎
（外務省外交
顧問）

昭和 1枚
印刷［活版］

123 〔本多熊太郎仏文
名刺〕

本多熊太郎 〔昭和〕 15枚
Kumataro Honda
(Ambassadeur d

e S.M.L'Empereur du Japon
印刷［活版］

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等
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数量
内容
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法

124 〔本多りき仏文名
刺〕

本多りき 1枚
Madame Honda

印刷［活版］

125 〔伊東隆治名刺〕 伊東隆治（興
亜院華中連絡
部文化局長）

昭和 1枚
印刷［活版］

3 写真

3-1 本多熊太郎関
係［資料番号126
～211］

126 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（在
牛荘領事館在勤
時）〕

明治29年11月
3日・明治31年
7月8日

2枚
写真・墨書

台紙に、和歌山県人と書込みあり

127 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（和
歌山県人会ヵ）〕

1枚
写真・鉛筆

128 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（清
国在勤時）〕

〔明治〕 1枚
写真

129 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（駐
墺公使在勤時ヵ）
1〕

〔大正12年〕 1枚
写真

130 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（駐
墺公使在勤時ヵ）
2〕

1923年 1枚
写真

131 写真（Inter-Parli
amentaery Con
gress at Rom
e）

1917年5月 1枚
写真

ローマで開催された第三回万国議院商
事会議に関係する会議ヵ

132 〔写真本多熊太郎
ほか集合写真（駐
瑞公使在勤時）〕

大正9年12月2
1日

1枚
写真・墨書

「大正九年十二月二十一日於東京精養
軒瑞西会祖宴記〔ヵ〕撮影」との書込みあり

133 写真〔古島一雄・
本多熊太郎ほか集
合写真〕

〔昭和3年〕 1枚
写真

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等
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数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
内容
記述法

数量
内容
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

134 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（成
田山新勝寺釈迦堂
前ヵ）〕

1枚
写真

135 写真〔満洲国駐日
公使丁士源・本多
熊太郎ほか集合写
真〕

昭和8年6月24
日

1枚
写真

丁士源から本多熊太郎へ寄贈

136 写真〔汪精衛訪日
時〕

昭和16年6月2
1日

1枚
集合写真

写真

137 写真〔駐英大使館
参事官在勤時ヵ〕

〔大正〕 1枚
集合写真

写真

138 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（在
ハルビン総領事在
勤時ヵ1）〕

1枚
写真

139 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（在
ハルビン総領事在
勤時ヵ2）〕

1枚
写真

140 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（在
ハルビン総領事在
勤時ヵ3）〕

1枚
写真

141 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（在
ハルビン総領事在
勤時ヵ4）〕

1枚
写真

142 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（在
ハルビン総領事在
勤時ヵ5）〕

〔明治45年5月
5日〕

1枚
写真

143 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（在
ハルビン総領事在
勤時ヵ6）〕

1枚
写真

144 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（在
ハルビン総領事在
勤時ヵ7）〕

1枚
写真

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等
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数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

145 写真〔女性の集合
写真1〕

1枚
写真

146 写真〔女性の集合
写真2〕

1枚
写真

147 写真〔女性の集合
写真3〕

1枚
写真

148 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（在
清国公使館一等書
記官在勤時ヵ〕

1枚
写真

149 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（在
清国公使館二等書
記官在勤時〕

明治39年8月3
1日・9月・11
月12日

3枚
写真・墨書

150 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（在
清国公使館二等書
記官在勤時ヵ）〕

4枚
写真

151 写真〔本多静子関
係の集合写真（東
洋英和女学校在学
時ヵ）〕

2枚
写真

152 写真〔小村寿太郎
関係〕

152-1 写真〔小村寿太郎
ほか集合写真（北
清事変に関する清
国側との交渉時
ヵ）〕

〔明治34年〕 2枚
写真

資料番号152-1～5はもと一括

152-2 写真〔小村寿太郎
ほか集合写真（ポ
ーツマス講和会議
時）〕

〔1905年8
月〕

1枚
写真

152-3 写真〔小村寿太郎
ほか写真（ポーツ
マス講和会議
時）〕

1905年8月 1枚
写真

152-4 写真（小村寿太郎
肖像）

〔明治〕 2枚
写真

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等
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数量
付属資料
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

152-5 写真（小村寿太郎
像）

3枚
封筒、1枚

写真
朝倉文夫が制作した彫像の写真

153 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真1〕

1枚
写真

154 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真2〕

1枚
写真

155 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真3〕

1枚
写真

156 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真4〕

1枚
写真

157 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真5〕

1枚
写真

158 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真6〕

1枚
写真

159 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真7〕

1枚
写真

160 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真8〕

1枚
写真

161 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真9〕

1枚
写真

162 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真1
0〕

1枚
写真

163 写真〔本多熊太郎
ほか写真1〕

1枚
写真

164 写真〔本多熊太郎
ほか写真2〕

2枚
写真

165 写真〔本多熊太郎
ほか写真3〕

1枚
写真

166 写真〔本多熊太郎
ほか写真4〕

〔明治〕 1枚
写真

167 写真〔本多熊太郎
ほか写真5〕

1枚
写真

168 写真（於丸ノ内会
館ジエネバ倶楽部
晩餐会）

昭和12年8月3
0日

1枚
写真・墨書

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等
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数量
記述法

数量
記述法

数量
内容
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

169 写真（国士館文武
講習会）

昭和6年7月28
日

1枚
写真・墨書

170 写真（東京東亜倶
楽部茶会）

昭和16年10月
26日

2枚
写真・墨書

171 写真（国府遣欧使
節送別午餐会）

昭和16年9月2
6日

2枚
写真は同一

写真・ペン

172 写真〔本多熊太郎
講演時〕

1枚
写真

173 写真（川越市中学
校庭時局講演会記
念）

1枚
写真・墨書

174 写真〔不明〕 1枚
写真

175 写真〔駐独大使在
勤時ヵ1 〕

〔大正13年〕 2枚
写真

176 写真〔駐独大使在
勤時ヵ2 〕

〔大正13年〕 1枚
写真・墨書

「訪欧朝日飛行紀念」として、黒田礼
二から本多熊太郎へ寄贈

177 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真1
1〕

1枚
写真

178 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真1
2〕

1枚
写真

179 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真1
3〕

1枚
写真

180 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真1
4〕

1枚
写真

181 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真1
5〕

2枚
写真

182 写真〔講演会ヵ〕 〔昭和8年〕 1枚
写真

183 写真〔芝公園南州
庵での本多熊太郎
ほか集合写真〕

昭和4年7月14
日

1枚
写真

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等
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数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

184 写真〔本多熊太郎
と南次郎ヵ1〕

1枚
写真

185 写真〔本多熊太郎
と南次郎ヵ2〕

1枚
写真

186 写真〔本多熊太郎
ほか1名〕

2枚
写真

187 写真〔本多熊太郎
ほか2名1〕

1枚
写真

188 写真〔本多熊太郎
ほか2名2〕

1枚
写真

189 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真1
6〕

1枚
写真

190 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真1
7〕

1枚
写真

191 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真1
8〕

1枚
写真・鉛筆

「目黒区上目黒　七ノ二ノ二本多」と
書込んだ後、線で抹消

192 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真1
9〕

1枚
写真

193 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真2
0〕

1枚
写真

194 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真2
1〕

1枚
写真

195 写真〔本多熊太郎
肖像1〕

10枚
写真

196 写真（本多熊太郎
肖像2）

1923年6月 1枚
写真・ペン

K.Honda Vienna June 1923ヵと書
込みあり

197 写真（本多熊太郎
肖像3）

〔昭和〕 1枚
写真

198 写真（本多熊太郎
肖像4）

1枚
写真

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等
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数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

199 写真（全支総領事
会儀）

昭和16年9月2
2日

1枚
写真・ペン

200 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（駐
華大使着任時
ヵ）〕

〔昭和16年3月
20日〕

1枚
写真・鉛筆

「本多大使　三月廿三日着」との書込
みあり

201 写真（南大将朝鮮
総督御就任祝賀
会）

昭和11年8月1
4日

1枚
写真・印刷［謄写（タイプ）］

202 写真〔本多熊太
郎・平沼騏一郎ほ
か集合写真〕

1枚
写真

203 写真〔本多熊太
郎・林銑十郎ほか
集合写真〕

1枚
写真

204 写真〔小村寿太郎
ほか集合写真（ポ
ーツマス講和会議
時ヵ）〕

〔明治38年〕 1枚
写真

205 写真〔小村寿太郎
ほか集合写真（駐
清公使在勤時
ヵ）〕

〔明治〕 1枚
写真

206 写真〔本多熊太郎
関係集合写真〕

206-1 写真〔小村寿太郎
ほか集合写真（駐
露公使在勤時
ヵ）〕

〔明治33年〕 1枚
写真

資料番号206-1～4はもと一括

206-2 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（清
国在勤時ヵ1）〕

1枚
写真

206-3 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（駐
瑞公使在勤時
ヵ）〕

〔1919年9月1
3日〕

1枚
写真・鉛筆

撮影場所はロンドンのホテル・セシル
ヵ

206-4 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（清
国在勤時ヵ2）〕

1枚
写真

207 写真〔本多熊太郎
ほか集合写真（小
村寿太郎像前）〕

〔昭和13年5
月〕

1枚
写真

資料
番号
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数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法

208 写真(汪中華民国
行政院院長一行招
待午餐会記念撮
影)

昭和16年6月2
1日

1枚
写真

209 写真（汪精衛閣下
高輪山下邸御来訪
記念）

昭和16年6月2
1日

1枚
写真

210 写真〔桂太郎・本
多熊太郎ほか集合
写真〕

〔明治〕 2枚
写真

211 日独伊防共協定祝
賀会写真帖

昭和12年11月
25日

1冊
写真

3-2 本多家家族関
係［資料番号212
～227］

212 写真〔本多家家族
写真1〕

〔大正〕 3枚
写真・墨書

うち1枚に「大正元年頃、本多姉弟と
女中さん」との書込み、うち1枚に「大正三
年七月那須温泉ニテ〔鉛筆書き〕　大正六年
那須、本多」との書込みあり

213 写真〔本多家家族
写真2〕　

1枚

214 写真〔本多家家族
写真3〕

1枚
写真

215 写真〔本多家家族
写真4〕

1枚
写真

216 写真〔本多家縁戚
ヵ集合写真〕

〔昭和〕 1枚
写真

217 写真〔本多英二関
係（東京高等学校
在学中）〕

大正14年1月1
5日

1枚
写真

218 写真〔本多りきヵ
肖像〕

2枚
写真

219 写真〔本多充一ヵ
肖像〕

〔大正〕8年3
月22日

1枚
写真・ペン

「八年三月廿二日　十六才の春（夫一
五尺一寸）」との書込あり

220 写真〔本多熊太郎
母（をしよ）ヵ〕

1枚
写真

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等
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数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
内容
記述法

221 写真〔本多英二ヵ
婚礼関係〕　

〔昭和〕 2枚
写真

222 写真〔水練時の集
合写真〕

1枚
写真

223 写真〔本多充一ほ
か集合写真〕

大正5年7月25
日

1枚
写真・墨書

写真の表面に「大正五年充一」、裏面
に「大正五年七月二十五日　木曽福島にて」
との書込あり

224 写真〔本多熊太郎
葬儀〕

〔昭和23年12
月〕

1枚
写真・墨書

「熊太郎葬儀　昭和28〔ママ〕年」
との書込あり

225 写真〔本多りきと
息子ヵ〕

〔大正〕 1枚
写真

226 写真〔村上龍助夫
妻の写真〕

昭和6年6月19
日

2枚
写真・墨書

「昭和六年六月十九日　村上龍助　仝
初枝　本多先生」との書込あり

227 写真〔不明〕 1枚
写真

3-3　第三者の肖
像［資料番号228
～262］

228 写真〔肖像（清朝
の高官ヵ）〕

〔明治〕 1枚
写真

229 写真（小村寿太郎
肖像）

〔明治10年〕 1枚
写真

230 写真〔肖像（小村
寿太郎ヵ）〕

1枚
写真

231 写真（林権助肖像
1）

明治40年9月 2枚
写真・墨書

林権助から本多熊太郎へ寄贈。うち1
枚は撮影年月日不明。

232 写真（林権助肖像
2）

昭和11年3月 1枚
写真・墨書

林権助敬贈と書込みあり

233 写真（フローラ・
シンチンゲル肖
像）

1919年9月25
日

1枚
Frola,Schinzingen

写真・ペン

資料
番号

タイトル 作成者 宛先 年月日 内容・備考等
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数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

234 写真〔肖像（皇族
ヵ）〕

1枚
写真

235 写真（川上俊彦肖
像）

大正元年9月10 1枚
写真・ペン

川上俊彦から本多熊太郎へ寄贈

236 写真〔肖像（Mch
aries,Wateson
ヵ）〕

1916年4月26
日

1枚
写真・ペン

ハルビンで撮影した欧米の外交官の肖
像ヵ

237 写真（井上勝之助
肖像）

1916年 1枚
写真・ペン

K.Inouyeと書込みあり

238 写真（井上末子肖
像）

1916年 1枚
写真・ペン

S.Inouyeと書込みあり

239 写真（タマ・アー
ノルド肖像）

1908年10月 1枚
写真・ペン

Tama,Arnoldと書込みあり

240 写真（頭山満肖
像）

昭和6年5月29
日

1枚
写真・墨書

頭山満と書込みあり

241 写真（小田切万寿
之助肖像）

明治31年10月 1枚
写真・墨書

小田切万寿之助から本多熊太郎へ寄贈

242 写真（山階宮妃佐
紀子女王肖像）

〔大正〕 1枚
写真・墨書

写真裏に山階宮妃殿下と書込みあり

243 写真（久邇宮良子
女王肖像）

〔大正〕 1枚
写真・墨書

写真裏に久邇宮殿下と書込みあり

244 写真〔肖像（女性
1）〕

1枚
写真

245 写真〔肖像（女性
2）〕

1枚
写真・ペン

246 写真（桂太郎肖
像）

1枚
写真

247 写真〔肖像（蜂須
賀家の女性）〕

1枚
写真・墨書

写真裏に蜂須賀公との書込みあり

資料
番号
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数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法

数量
記述法
備考

数量
記述法

248 写真〔有栖川宮実
枝子女王ヵ肖像〕

〔明治〕 1枚
写真・墨書

写真裏に有栖川宮殿下との書込みあり

249 写真〔有栖川宮家
栽仁王・実枝子女
王肖像ヵ〕

〔明治〕 1枚
写真・墨書

有栖川宮殿下此分六枚との書込みあり

250 写真〔閑院宮妃智
恵子女王ヵ肖像〕

1枚
写真・墨書

写真裏に閑院宮君様との書込みあり

251 写真〔夫妻の肖
像〕

1枚
写真・ペン

252 写真〔肖像（陸軍
軍人ヵ）〕

1枚
写真

253 写真〔北白川宮能
久親王ヵ肖像〕

〔明治〕 1枚
写真

254 写真〔小松宮彰仁
親王ヵ肖像〕

〔明治〕 1枚
写真・墨書

小松大宮との書込みあり

255 写真〔小松宮依仁
親王ヵ肖像〕

1枚
写真・墨書

小松若宮殿下との書込みあり

256 写真〔岩倉家の男
性ヵの肖像〕

1枚
写真・墨書

岩倉公との書込みあり

257 写真（久邇宮邦彦
親王・俔子女王の
肖像ヵ）

〔明治〕 1枚
写真・墨書

久邇宮殿下との書込みあり

258 写真（久邇宮妃俔
子女王の肖像）

〔明治〕 1枚
写真

259 写真（後藤新平肖
像）

1枚
写真・墨書

「男爵後藤新平　本多仁兄大人」との
書込みあり

260 写真〔女王の肖像
ヵ〕

1枚
写真

261 写真（伏見宮貞愛
親王肖像）

〔明治〕 1枚
写真・鉛筆

第一師団長伏見宮殿下との書込みあり

262 写真（閑院宮載仁
親王肖像）

1枚
写真

資料
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数量
付属資料

記述法

数量
付属資料

記述法

数量
付属資料
記述法

4 履歴資料［資料
番号263～265］

263 〔本多熊太郎履
歴・本多家戸籍〕

山田徳太郎
（和歌山県池
田村長）

昭和6年2月1日 2枚
（1）本多熊太郎履歴、4枚／

（2）封筒、1枚
墨書・ペン

264 調整勘定利益金分
配御通知

迫静二（株式
会社富士銀行
取締役頭取）

債権者各位 昭和30年4月2
0日

1枚
（1）本多熊太郎宛「御案内」、

2枚／（2）封筒、1枚
印刷［活版］・ペン

265 伊藤隆書簡 本多
勢津子宛

伊藤隆 本多勢津子 昭和61年6月2
3日

1通
重光葵宛本多太郎書簡の写、5通

印刷［活版］

資料
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